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[特集］
表家潅柚ど約3,000人力藻じんだ
紙小山ダムまつり[10/14(日)］

のぶひろ

佐藤伸大さん(顎肋ら3A目:大和町）

去年のまつりではストラック

アウトで7枚抜いたので、今年

はそれ以上抜けるように挑戦し

ます。去年来た時より工事が進

んでいるのでびっくりしました。

防止しよう不法投棄一 2

秋左楽しお…－4

みんなのひろば 8

情報宅配便 12
(左から）お母さんの佐藤久美さ

あゆ

ん､妹の安有さん､伸大さん､お○無料法律相談の相談者を募集
あみ

父さんの文伸さん､妹の安美さん、

おばあさんの加納久子さん

○第13回海外派遣事業の参加者を募集

○中央公民館創立30周年記念事業

県内で－番大きなダムになると

いうので完成が楽しみです。
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防止しよう

不法投棄

生活環境課面23-7031

上の写真をごらんください。これは､'0月11日、横川地域住民か

らの通報により発見した産業廃棄物の不法投棄現場です。約500本

のタイヤカ丁、山に続く道沿いに2か所に分けて捨てられていまし

た。市では、この状況を県に連絡し、薑察と協力しながらこの産

業廃棄物の所有者を調査しているところです。こうした不法投棄

は環境を破壊するばかりでなく、有害物質力丁流出するなど事故に

つながる恐れもあります。

’’月は不法投棄防止強調月間です。今月号では、この不法投棄

についてお知らせします。

ー

不
法
投
棄
の
現
場
は
、
市
内
い
た
る
と

こ
ろ
で
確
認
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
君
田
・

横
川
地
区
や
大
能
・
中
戸
川
地
区
、
若
栗

地
区
な
ど
の
山
間
地
域
で
多
く
見
ら
れ
ま

す
。
平
成
吃
年
度
の
、
不
法
投
棄
防
止
監

視
員
か
ら
の
通
報
は
二
六
件
で
、
前
年
度

に
比
べ
て
一
四
件
増
加
し
て
い
ま
す
。
こ

れ
ら
の
通
報
で
、
投
棄
さ
れ
た
も
の
は
、

静 不
法
投
棄
と
は
、
種
類
や
大
き
さ
に
か

か
わ
ら
ず
、
廃
棄
物
を
決
め
ら
れ
た
場
所

以
外
に
捨
て
る
行
為
を
い
い
ま
す
。
そ
し

て
、
廃
棄
物
と
は
、
私
た
ち
の
日
常
生
活

に
伴
っ
て
排
出
さ
れ
る
「
一
般
廃
棄
物
」

と
事
業
活
動
に
伴
っ
て
生
じ
る
燃
え
が
ら

や
汚
泥
な
ど
の
「
産
業
廃
棄
物
」
を
指
し

ま
す
。
廃
棄
物
に
つ
い
て
は
、
法
律
に
よ
っ

て
処
分
方
法
が
定
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
た

と
え
ば
、
「
一
般
廃
棄
物
」
に
つ
い
て
は
、
市

民
の
み
な
さ
ん
が
指
定
日
に
、
決
め
ら
れ

た
集
積
所
に
出
し
た
も
の
を
高
萩
市
・
十

王
町
事
務
組
合
が
処
理
し
、
「
産
業
廃
棄

物
」
に
つ
い
て
は
、
排
出
し
た
事
業
者
が

責
任
を
も
っ
て
処
理
す
る
こ
と
が
決
ま
つ

て
い
ま
す
。

溌
坏
法
投
棄
と
は
、

萩
市
の
現
厭
蕊
驚
蕊

心
Ｊ
鍵
貼
ｊ
ｊ
惣
泌

串貼＄

廃
棄
物
ど
瞳
豊

ー

「
一
般
廃
棄
物
」
や
「
産
業
廃
棄
物
」

の
不
法
投
棄
が
発
見
さ
れ
る
と
、
そ
の
廃

棄
物
を
捨
て
た
投
棄
者
を
調
査
し
ま
す
。

投
棄
者
が
見
つ
か
れ
ば
、
当
然
そ
の
人
に

廃
棄
物
を
処
理
す
る
よ
う
に
指
導
し
ま
す

が
、
見
つ
か
ら
な
い
場
合
は
、
廃
棄
物
が

捨
て
ら
れ
て
い
る
土
地
の
所
有
者
が
処
理

す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
．
不
法
投
棄
は
法

律
で
禁
じ
ら
れ
て
い
ま
す
。
し
た
が
っ
て
、

投
棄
者
は
見
つ
か
っ
た
場
合
、
罰
せ
ら
れ

ま
す
。

蕊蕊 烹
乳
磯
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剛
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郵
驚
驚

家
電
製
品
や
家
屋
の
廃
材
、
鉄
く
ず
な
ど
、

二
般
廃
棄
物
」
か
ら
「
産
業
廃
棄
物
」

ま
で
あ
り
と
あ
ら
ゆ
る
「
ゴ
ミ
」
が
あ
り
、

最
近
で
は
、
タ
イ
ヤ
の
投
棄
が
多
く
な
っ

て
い
ま
す
。
こ
れ
ら
の
「
ゴ
ミ
」
は
、
夜

間
の
人
気
の
少
な
い
時
間
帯
に
人
目
に
つ

き
に
く
い
道
路
沿
い
の
空
き
地
を
狙
い
、

車
を
使
っ
て
瞬
時
に
捨
て
て
い
く
た
め
、

投
棄
し
て
い
る
現
場
を
発
見
す
る
こ
と
が

難
し
く
な
っ
て
い
ま
す
。

蕊
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不法投棄は犯罪ですは4巳非です

ゆ

廃
棄
物
の
不
法
投
棄
は
増
え

公
る
傾
向
に
あ
り
ま
す
。
市
内
で

１
は
、
日
立
い
わ
き
線
以
西
の
地

■

知
域
で
あ
る
君
田
、
大
能
、
横
川
、

ｌ
中
戸
川
、
若
栗
地
区
な
ど
で
発

見
さ
れ
、
問
題
に
な
っ
て
い
ま
す
。
不

法
投
棄
は
、
雨
の
降
る
夜
間
や
休
日
の

夜
な
ど
人
目
に
つ
か
な
い
時
間
帯
を
ね

ら
っ
て
行
わ
れ
ま
す
。
私
た
ち
篝
察
は
、

不
法
投
棄
防
止
の
た
め
に
パ
ト
ロ
ー
ル

を
す
る
ほ
か
、
投
棄
さ
れ
た
廃
棄
物
か

ら
資
料
を
収
集
し
、
犯
人
を
捜
査
し
て

い
ま
す
。
不
法
投
棄
を
し
た
場
合
、
個

人
で
は
五
年
以
下
の
懲
役
ま
た
は
一
千

万
円
以
下
の
罰
金
、
法
人
で
は
、
一
億

円
以
下
の
罰
金
が
課
せ
ら
れ
ま
す
。
不

法
投
棄
を
防
ぐ
た
め
土
地
の
所
有
者

は
、
容
易
に
私
有
地
に
入
れ
な
い
よ
う

に
、
ロ
ー
プ
を
張
る
な
ど
の
自
衛
策
が

必
要
で
す
。
ま
た
、
不
法
投
棄
が
疑
わ

れ
る
よ
う
な
現
場
を
目
撃
し
た
と
き

は
、
少
し
で
も
早
く
か
つ
積
極
的
に
、

警
察
に
連
絡
し
て
く
だ
さ
い
。
み
な
さ

ん
の
目
が
、
不
法
投
棄
を
防
ぎ
ま
す
。

■B竺竺

高萩警察署生活安全課長

井上光さん

蓬
投
棄
を
Ⅲ

＃
監
視
考
慰

市
で
は
、
不
法
投
棄
対
策
と
し
て
平
成
投
棄
を
な
く
す
た
め
に
は
、
市
民
の
み
な

七
年
に
不
法
投
棄
防
止
監
視
員
制
度
を
導
さ
ん
一
人
ひ
と
り
が
監
視
の
目
を
持
ち
、

入
し
て
い
ま
す
。
市
内
の
一
九
地
区
に
一
不
法
投
棄
が
疑
わ
れ
る
場
合
に
は
、
速
や
か

人
か
ら
二
人
の
割
合
で
合
計
三
三
人
の
不
に
通
報
す
る
こ
と
が
必
要
で
す
。

法
投
棄
監
視
員
を
配
置
し
て
い
ま
す
。
そ

の
後
、
今
年
の
七
月
に
不
法
投
棄
が
原
因

で
起
き
た
ダ
ン
プ
カ
ー
転
落
事
故
に
よ
る

断
水
事
故
を
教
訓
に
、
監
視
員
の
数
を
四

不
法
投
棄
は
、
自
然
環
境
を
破
壊
す

○
人
に
増
員
し
、
監
視
体
制
を
強
化
す
る
る
ば
か
り
で
な
く
、
投
棄
さ
れ
た
廃
棄

こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
ま
た
、
不
法
投
棄

防
止
を
呼
び
か
け
る
チ
ラ
シ
を
作
成
し
全

戸
配
布
す
る
と
と
も
に
、
こ
れ
か
ら
は
、

不
法
投
棄
防
止
の
看
板
を
設
置
し
た
り
、

市
の
車
に
不
法
投
棄
防
止
の
ス
ロ
ー
ガ
ン

を
掲
げ
て
、
防
止
活
動
に
取
り
組
む
予
定

で
す
。
ナ
ー
を
守
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

市
内
各
地
域
で
活
動
す
る
不
法
投
棄
防

●
○
●
○
●
○
●
○
●
○
●
○
●
○
●
○
●
○
●
○
●
○
●
○
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○
●
○
●
○
●
○

不法投棄を

パトロールして
－『

不法投棄防l卜監視員

柴田昌良さん(石滝）

／ 週2日ほど石滝地区をパトロー

灘籍鎗職
｜ ルをしてい

Iかりでなく
、､廃棄物(ごみ)/も目立ちます。空力

､Sぐ魅僅星‘畑い殻はもちろんの
こと､生ごみや家庭での不用品など

／ 、、

が道路沿いの林や河川沿いに捨て、
／

られています｡生ごぷはカラスがつ

ついて散乱し､夏にI準臭を放つこ
ともあります｡こうした現状をなく／
すには､一人ひとりがマヲ毫＝を守畜

とともに､不法投棄されないような

鷲職蝶蝋鈍
“くし芋よう．
～一一

識

止
監
視
員
の
み
な
さ
ん
は
、
定
期
的
に
巡

回
し
て
監
視
す
る
と
と
も
に
、
不
法
投
棄

を
発
見
し
た
場
合
に
は
、
生
活
環
境
課
に

報
告
し
て
い
ま
す
。
後
を
絶
た
な
い
不
法

ノ

ー
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不漣蝿襄を見つけた時は、響
連やかに鰯して<鐙さい。

七
月
六
日
（
金
）
、
大
能
地
区
で
起

き
た
ダ
ン
プ
カ
ー
の
花
貫
川
へ
の
転

落
事
故
は
、
産
業
廃
棄
物
を
不
法
投

棄
し
よ
う
と
し
て
起
こ
っ
た
事
故
で

す
。
こ
の
事
故
に
よ
っ
て
、
市
内
の

約
九
千
世
帯
で
二
七
時
間
か
ら
四
○

時
間
に
わ
た
り
断
水
す
る
と
い
う
大

き
な
被
害
が
出
ま
し
た
。
そ
の
後
の

警
察
の
捜
査
に
よ
り
、
不
法
投
棄
に

関
係
し
た
と
思
わ
れ
る
逮
捕
者
の
取

り
調
べ
が
続
い
て
い
ま
す
。

七
月
の
断
水
事
故
の

原
因
も
不
法
投
棄

11

嬢壹謹鑿鰯二冊
フリーダイヤル不法投棄110番
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第14回ふｵ協いｽｰﾂﾌｪｽﾃｨﾉWし
10月21日(日) ・サンスポーツランド高萩

第8回松岡地灰三憎代の集い
10月8日(月) ’サンスポーツランド高萩

…
気
軽
に
体
を
動
か
し
な
が
ら
参

加
者
の
ふ
れ
あ
い
を
深
め
、
健
康

と
体
力
つ
く
り
に
役
立
て
よ
う
と

開
か
れ
た
こ
の
フ
エ
ス
テ
ィ
バ
ル

に
は
、
家
族
連
れ
な
ど
約
五
五
○

人
が
参
加
。
み
な
さ
ん
は
、
輪
投

げ
や
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
＆
フ
ラ
イ
ン

グ
デ
ィ
ス
ク
ゴ
ル
フ
な
ど
用
意
さ

れ
た
一
二
種
目
の
競
技
を
自
由
に

楽
し
み
ま
し
た
．

松
岡
地
区
公
民
館
が
主
催
し
て

開
い
た
こ
の
集
い
に
は
、
松
岡
地

区
に
住
む
家
族
連
れ
な
ど
二
八
○

人
が
参
加
．
当
日
は
時
折
小
雨
の

降
る
あ
い
に
く
の
天
気
で
し
た

が
、
会
場
で
は
じ
ゃ
ん
け
ん
ゲ
ー

ム
や
大
玉
送
り
こ
ろ
が
し
、
綱
引

き
な
ど
の
競
技
が
行
わ
れ
、
参
加

し
た
み
な
さ
ん
は
世
代
を
超
え
て

い
っ
し
ょ
に
楽
し
ん
で
い
ま
し
た
。
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長久保赤水没後200年記念事業
霧

蕊
保赤水特別展（写真右)10月2日(火)～1 1月29日(木) ・歴史民俗資料館
会『赤水図は海を越えて』 （写真左)10月14日(日) 文ｲ8会館

雷

特
別
展
で
は
、
安
永
八
年
（
’
七

七
九
年
）
に
発
行
し
た
初
め
て
緯

線
の
入
っ
た
日
本
地
図
「
改
正
日

よ
ち
ろ
て
い

本
輿
地
路
程
全
図
」
や
中
国
地
図

を
は
じ
め
、
肖
像
画
や
薑
簡
な
ど
数

多
く
の
資
料
が
展
示
さ
れ
て
い
ま

す
．
ま
た
、
東
京
大
学
助
教
授
の
馬

塲
章
先
生
を
講
師
に
招
い
た
講
演

会
で
は
、
赤
水
の
地
図
が
外
国
の
博

物
館
で
展
示
さ
れ
て
い
る
様
子
な

ど
に
つ
い
て
講
話
が
あ
り
ま
し
た
。

；
爵 、

求
戦
へ

、
求
戦
へ
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